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構造論である。まず，彼の保育構造論の成立・発展
史を概観し，その中に位置づけた上で，その成果に
基づきつつ，横松らの示す保育内容構造論の検討や
構築の在り方も参考にしながら，新たな視点を提示
し，加えて，再分析し再考察している。
　大場牧夫は，1970年頃に，保育目的を得ている。
それは，目の前の子どもたちの持っている表しを本
当に大切にする，そして，その子どもたちが，友達
や先生との人間関係の中で，本当に，信頼関係，認
め合い，そして愛を感じられるようにすることであ
るといえる。そして，1974年公表の大場牧夫の保
育構造論は，彼の保育目的を実現するであろう三層
構造カリキュラムの成立を可能にした最初の保育構
造論であり，その後も検討され発展させていく元に
なるものと位置づけることができる。
　その1974年の大場の保育構造論において，保育
目的を実現できる保育者の働きかけ全体を生み出す
ための基本的な考え方は，次のようにまとめること
ができる。保育目的を実現するためには，子どもた
ちの持っている表しを出発点に，発達の流れにそっ
て，常にかつ積極的に，子どもたちにプラスの変化
をもたらしつつ，子どもたちのかたまりが群れから
集団に変化していくための働きかけが必要である。
その働きかけは，個人と集団の変革のための働きか
けと言ってよい。そうした働きかけの全体は，子ど
もたちの園生活全体を，「あそび」，「生活と仕事」，「課
題に向かう活動」という三層構造でとらえて，幼稚
園教育要領の六領域の内容も考慮しながら構想する
ことにより，生み出すことができる。
　この基本的な考え方に基づき，1974年公表の三
層構造カリキュラムの成立を可能にした諸工夫は，
次の通りである。保育者集団による週案の作成及び
検討により，日頃の保育を生み出し，累積された週
案等を資料にして，園生活全体あるいは月のマス
タープランを作成する。さらに，保育者集団による
週案の作成及び検討により，作成されたマスタープ
ランと密接に関連する日頃の保育を追求する。ただ
し，三層六領域構造の視点に基づいて日頃の保育を
生み出すためには，園生活の大きな流れを意識する
ことを可能にする月のマスタープランを作成する必
要があり，その際にも，三層六領域構造の視点を徹
底するための工夫を行う。なお，その過程で作成さ
れる週案と月のマスタープランは，あくまで一つの
仮説であり，実践において確かめられ改善され，相
互に影響を与えることになる。こうして得られた累
積資料を基礎にして，園生活全体の流れ及び内容を
発展過程としてとらえることにより，三層構造カリ
キュラムはとりまとめることができる。
　それと共に，大場牧夫の保育構造論は，目の前の
子どもたちの持っている表しを本当に大切にすると
いうことを根本的な視点として持っている。した
がって，彼が1974年に示した三層六領域構造も，
あくまで，保育目的を実現できる保育者の働きかけ
全体を確実に生み出すための基本的な考え方であ
り，子どもの気持ちを出発点にすれば，この分け方
ではとらえられない例外的なものも認めようとする
柔軟性のあるものである。つまり，従来の保育構造
論批判，すなわち，子どもの生活や活動を保育者の
立場から一方的に分断的にとらえる傾向になるとい
う批判は，1974年段階の大場牧夫の保育構造論に
対してさえ，妥当であるとはいえないのである。
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